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お得な年間パスポート 

定例庭園ガイドツア
ーは土・日曜日 11
時・14 時、英語ガ
イドツアーは土曜日
10 時 30 分より。 
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ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１５２号 

来る年に託す願いごと 

 

９庭園インスタグラム 

●小石川後楽園用● 

一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 

65 歳以上:2,000 円 

Ｘ（旧 Twitter）@korakuenGarden 

 

《2023 年正月》 

 園内が紅く染まった季節も終わりを迎え、気がつけ

ば、今年も残り少なくなってきました。 

 センリョウ(千両)、マンリョウ(万両)、ヤブコウジ(十

両)など、縁起の良い名前の植物も実が色づき、新年を

祝う準備も万端です。 

 寒い季節になりますが、この一年を振り返りつつ、

のんびりと散策されてはいかがでしょうか？マフラー

や、手袋など、どうぞ暖かくしてお越しください。 

大名庭園でお正月 
 小石川後楽園は１２月２９日(金)～1 月１日(月)の

期間、休園させていただき、新年は１月２日(火)より

『大名庭園でお正月』と題して、下記の内容で、みな

さまをお迎えします。新しい年の始まりを、歴史ある

大名庭園でお過ごしください。 

 

開催日：１月２日(火)・３日(水) 
 羽根つきや独楽(こま)まわしなどをお楽しみいただ

く「懐かしい正月遊び」は、2 日(火)・３日(水)、松

原にて、10 時～１５時３０分(雨天中止)。 

 また、期間中、シダレザクラ前広場には、正月らし

い設えの「記念撮影コーナー」をご用意します。新し

い年の記念にお写真もどうぞ。 

 さらに、より庭園散策をお楽しみいただける「庭園

ガイド」は、期間中１１時と１４時にスタート(雨天

中止)。約 1 時間で園内をご案内します。 

 庭園が見える暖かいお部屋でお食事や喫茶をお楽し

みいただける「びいどろ茶寮」は、１０時～１６時

(ラストオーダー：１５時３０分)の営業です。 

初めての… 
 新年 1 月１２日(金)～２１日(日)の期間

当園では初めてとなる『夜間特別開園  小

石川後楽園～灯りと笑いで福招き～』を開

催します。 

 東門からご入園いただき、内庭や唐門の

ライトアップ、築地塀に映るプロジェクシ

ョンマッピング、松原周辺では、笑いをテ

ーマにした「狂言」や「里神楽」伝統芸能

公演をお楽しみいただきます。 

 また、お休み処 九八屋「招福」では甘

酒や日本酒、温かい和の軽食、お飲み物を

ご提供します。 

 夜間特別観賞券は、中学生以上、前売券 

８００円で、現在、プレイガイドにて好評発売中！

(当日券１,０００円・年間パスポートをお持ちの方も

夜間観賞券をお求めください・その他割引等は、ホー

ムページやチラシをご確認ください) 

 新しく始まるみなさまの一年に、たくさんの福を招

くことができますよう、ただ今、鋭意準備中。最新情

報は、ホームページやＸ(旧 Twitter)で、順次ご案内

します。 

松のあれこれ 
 寒い中でも青々とした姿の松と竹、凛とした花を

咲かせる梅は“歳寒三友(さいかんさんゆう)”と呼ば

れ、古くから東洋画の題材としても好まれています。

また、縁起の良い植物“松竹梅”として、鶴や亀と共

に用いられます。特に松は“神様の依代(よりしろ)”

ともいわれています。 

 当園内でご覧いただけるのは、主にアカマツとクロ

マツ。園の象徴木「一つ松」はアカマツ、大きな松が

集まる「松原」には、多くのクロマツが植えられてい

ます。 

 その名の通り、一般的にアカマツは幹全体が赤褐

色、クロマツは黒灰色で、幹がアカマツよりゴツゴツ

しています。 

 これからの時期、正月の飾用として、店頭に並ぶの

は若松。門松として門や入口に飾ったり、花と一緒に

生けたりと大活躍です。 

 若松は、マツの品種ではなく、育て方の呼び名だそ

うです。すくっと真っ直ぐに形よく育つように、約１

０㎝間隔で種(主にクロマツ)をまき、密集させて大き

くし、３～４年で出荷されるとのこと。 

 新年のお祝いに、この若松と一緒に竹や梅を使った

豪華な飾りを目にすることもあります。“松竹梅(し

ょうちくばい)”には、その昔、提供されるまでに時

間のかかるうなぎ屋さんで、お客さんたちが「松(待

つ)だけ(竹)うめぇ(梅)」と、しゃれっ気たっぷりに、

わくわくしながら料理を待った、との話もあります。 

 以前のような日常が戻りつつあります。来年は、待

った分だけ、物事がうまく運ぶ、素敵な一年になりま

すように。 
 

《一つ松の雪吊り》 

※唐門の通り抜けはできません 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

